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工業科（電気） 学習指導案 

 

1. 日 時        令和〇年〇月〇日（〇）第〇時限 

 

2. 場 所        ＨＲ教室 

 

3. 学年         第３学年 

 

4. 科目・単元（題材）名 電気回路 磁性体と磁気回路 

 使用図書は、教科書：『電気回路１』（実教出版） 

 

5. 単元（題材）の目標 

 （１）【知識及び技術】 

     基本的な電気現象、磁気現象を量的に取り扱う方法、電気的諸量の相互関係について原理・

法則を理解するとともに、磁気現象に関連する技術を身に付ける。 

 （２）【思考力、判断力、表現力等】 

     磁性体や磁気回路による磁気現象が工業製品に与える影響に着目して、磁性体や磁気回路に

関する課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に基づき結果を検証し改善する。 

 （３）【学びに向かう力、人間性等】 

     磁性体や磁気回路の磁気現象について自ら学び、技術の進展に対応した製造における磁性体

や磁気回路の磁気現象の活用に主体的かつ協働的に取り組む。 

 

6. 教材観 

磁気回路は電気機械や電気器具類を構成する重要な役割を担っている。鉄心にコイルを巻いて電

流を流すと発生する磁束は、その鉄心の中を通る。今回扱う環状鉄心のようにループする経路があ

る場合は、鉄心内の磁束は電気回路を流れる電流のようにふるまい、電気回路における各種の法則

に対応する「磁気回路」における法則が成り立つことを生徒にしっかりと理解させたい。電気回路

との対応を示すことで環状鉄心の磁気回路及び磁性材料の特性について生徒が主体的に学ぶことが

できると考えている。 

 

7. 生徒観 （略） 

 

8. 指導観 

   本単元では、学習してきた磁気に関する知識を電気機械や器具に応用するため、鉄心を用いた磁

気回路における磁束、磁束密度、磁界の大きさ、比透磁率を理解できるようにする。知識の定着に

課題のある生徒については、既習事項を振り返りながら学習を展開していくことで、知識の定着を

図っていく。また、グループ内で活発な意見交換ができるよう、発表しやすい環境を作るとともに、

グループ毎の実践内容の共有化を図ることで、主体的かつ協働的に取り組ませるようにする。  

 

9. 単元（題材）の評価規準 

知識・技術【ａ】 思考・判断・表現【ｂ】 
主体的に学習に取り組む態度

【ｃ】 
 磁気回路を電気回路と対応さ
せて、磁気現象を理解すると
ともに関連する技術を身に付
けている。 

 磁気現象に関する諸量を計算
により求めることができる。 

 環状鉄心による磁気回路や磁
性材料の特性に関する知識と
技術を活用して磁性体や磁気
回路に関する課題を考察し、
導き出した考えを表現するこ
とができる。 

 比透磁率の異なる物質が工業
製品などの身近なものにどの
ように使われているかを考察
し、考えを表現することがで
きる。 

 いろいろな磁性体の磁束密度

 磁性体や磁気現象を活用し
た工業製品について、自分
の考えを他の人の考えと比
べながら、自ら進んで粘り
強く学習に取り組もうとし
ている。 
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と磁界の強さとの関係などに
ついて磁化曲線や透磁率曲線
などをもとに考察し、導き出
した考えを表現することがで
きる。 

 

 

 

10. 単元（題材）の指導と評価の計画（全５時間）   

時 学習内容・学習活動 
評価の観点 評価規準【観点】 

（評価方法等） ａ ｂ ｃ 

第１時 

 磁束が生じる原動力が起磁力であることを
学ぶ。 

 磁束の通路を磁路として理解し、磁気回路
と電気回路について比較する。 

● ●  

 磁気回路について関連す
る語句等について理解し
ている。【a】（机間指
導） 

 磁気回路について電気回
路との違いを説明するこ
とができる。【b】（ノ
ートの記述） 

第２時 
 (本時) 

 物質の透磁率や比透磁率の求め方を学ぶ。 
 物質ごとの比透磁率を調べ、身近なものへ
の応用方法について学ぶ。 

●  〇 

 物質の透磁率や比透磁率
を求めることができる。
【a】（机間指導） 

 比透磁率の異なる物質が
工業製品などの身近なも
のにどのように使われて
いるかを調べようとして
いる。【c】（ワークシ
ートの記述） 

第３時 

 環状鉄心を用いた磁気回路の磁束密度及び
鉄心中の磁界の大きさの求め方を学ぶ。 

 磁気回路と電気回路との対応関係について
学び、用途に応じた利用方法について学
ぶ。 

〇 〇  

 磁束密度及び磁界の大き
さの求め方を理解してい
る。【a】（演習問題） 

 ２つの回路を比較しなが
ら、計算方法を導きだし
ている。【b】（ワーク
シートの記述） 

第４時 

 いろいろな磁性体の磁束密度と磁界の強さ
との関係などについて調べる。 

 磁界の強さによって磁束密度や透磁率がど
のように変化するかについて考察する。 

● ●  

 ＢＨ曲線のグラフシート
について読み取ることが
できる。【a】（ノート
の記述） 

 磁気飽和の現象や鉄心が
飽和特性を持つ理由につ
いて他者に説明すること
ができる。【b】（机間
指導） 

第５時 

 ヒステリシス曲線及びヒステリシス損が発
生する仕組みについて学ぶ。 

 用途に応じた材料の特性の違いをヒステリ
シス曲線から考察する。 

 〇 〇 

 永久磁石と電磁石にそれ
ぞれ適している材料の特
徴について説明すること
ができる。【b】（ワー
クシートの記述） 

 永久磁石と電磁石にそれ
ぞれ適している材料の特
徴について調べようとし
ている。【c】（ワーク
シートの記述） 

※知識・技術の記録に残す評価については定期考査や小テストにて評価する。 

 

○：総括的評価（記録に残す評価） 
●：形成的評価（指導に生かす評価） 
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11. 本時の展開 

（１）本時の目標 

 物質の透磁率や比透磁率の求め方を理解する。 

 物質ごとの比透磁率を調べ、身近なものにどのように使われているかについて考える。 

 

（２）本時の評価規準 

 物質の透磁率や比透磁率を求めることができる。【a】 

 比透磁率の異なる物質が工業製品などの身近なものにどのように使われているかを調べようとし

ている。【c】 

 

（３）本時の準備物 

  ＰＣ、Chromebook（生徒） 

 

（４）本時の学習過程 

時間 学習内容・学習活動 
教員の働きかけや生徒に

投げかける問い 

評価規準 

（評価方法等） 

導入 

10分 

 本時の目標を確認し、本時の学習に

ついて見通しをもつ。 

 既習事項である透磁率の内容を確認

する。 

 透磁率とはなにか、ま

たその求め方について

問い、生徒と確認す

る。 

 公式から読み取れるこ

とを適宜質問しながら

確認する。 

 鉄を磁石に近づけた場

合と、銅やアルミを磁

石に近づけた場合とで

どのような違いがある

かを問う。 

 

展開 

30分 

 真空の透磁率の値について教科書や

ノートにて確認する。 

 身近な磁石（フェライト／ネオジ

ム）の磁力の違いや質感を確かめ

る。 

 比透磁率の異なる物質が工業製品な

どの身近なものにどのように使われ

ているかを、班ごとにインターネッ

トや教科書を活用して調べ 、

Googledocumentに入力する。 

 調べた内容を班内で共有する。 

 班で共有したことを要約し、

Classroom より課題として提出す

る。 

 真空の透磁率の値はい

くらであるか問う。 

 物質ごとに透磁率が異

なることを説明し、求

める方法をスライドに

て表示する。 

 比透磁率の値が大きい

ほど磁場の影響が受け

やすいということを発

問して全体で確認す

る。 

 物質の透磁率や比

透磁率を求めるこ

と が で き る 。

【 a 】 （ 机 間 指

導） 

 比透磁率の異なる

物質が工業製品な

どの身近なものに

どのように使われ

ているかを調べよ

うとしている。

【c】（ワークシ

ートの記述） 

まとめ 

10分 

 本時の内容に関する復習問題を

Googleforms にて解答し、本時に関

する理解度を自身で確認する。 
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（５）観点別学習状況の評価の判断基準の設定（本時に総括的評価が伴う場合） 

 

 

 

 

判断基準 
「十分満足できる」 

状況（Ａ） 

「おおむね満足できる」 

状況（Ｂ） 評価規準 

【c】 

比透磁率の異なる物質が

工業製品などの身近なも

のにどのように使われて

いるのかを調べようとし

ているとともに、その理

由についても比透磁率の

大きさと関連付けながら

表現しようとしている。 

比透磁率の異なる物質が工

業製品などの身近なものに

どのように使われているの

かを調べようとしている。 

「努力を要する」状況

（Ｃ）と判断する生徒に

対する指導のてだて 

机間指導を通して、磁性

体が使われている身近な

もの(ＨＤＤや車のモー

ターなど)を想起させる

ようにヒントを出しなが

ら、生徒の発言を促した

りすることで自身のワー

クシートに記述させてい

く。 

 


